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要旨：

子への養育行動や繁殖パートナーへの性行動は生得的に動機付けられている社会行動である。これらの
行動を司る神経回路はいわゆる”Hard-wired”なものであり、神経系の発生過程で回路が構築される。そ
の中枢は視床下部の内側視索前野であることが古くから知られているが、内側視索前野は他にも体温調
節や睡眠覚醒などにも重要な役割を果たしている。本セミナーではこのような多機能性がどのようにして成
立しているのかについて、機能解剖学的に検討してきた結果を性差なども踏まえて概説するとともに、未
解明の課題についても議論したい。また、これらの研究と並行して開発されたmRNA検出法であるin situ 
shHCR法についても紹介したい。
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